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こと、そしてその一人ひとりの生のあり方を「時」とともに見つめ確かめること、これが、
東日本大震災からの10年の現実であり、またその変容であったということだろうか。
浪江と双葉へ行って考えたこと
東　　　義　也
浜通り出身の卒業生たち
　震災前、浪江町から毎日尚絅に通学していた学生がいた。双葉高校出身だった。その頃東ゼ
ミでは毎週戸外遊びをしていて、彼女のえんじ色のジャージが印象的だった。
　また、下の学年に南相馬から通学する学生が二人いた。私がクラス担任になった。親しくな
ると目を輝かせて地元の話をしだした。「先生、一度相馬野馬追を見に来てください。」
　その後、３人とも地元の保育施設に就職した。そして、2011年３月11日、東日本大震災が
起き、翌日福島第一原子力発電所の大事故が起きた。放射能汚染の影響で３人の就職した園は
みな閉鎖された。二人は県外へ脱出、一人は町ごと避難した先で公務員保育士から市長秘書に
なった。仙台で再会した時、防護服を着て一時帰宅した自宅で自撮りした写真を見せてくれた。
痛々しかった。
　あれから10年、それぞれ結婚しそれぞれの場所で子育てをしているようだ。
10 年前のまま
　震災前、保育・教育実習の巡回指導で何回か福島の浜通りを通ったことがある。どの保育施
設へ行っても子どもたちの賑やかな声が響いていた。また、いわき市まで日帰りで浜通りの高
校を巡回訪問したこともあった。反応は今ひとつだったが、えんじ色のジャージで球技大会を
楽しむ高校生たちの歓声を今でも思い出す。田舎の長閑な風景が記憶に残っている。まさか海
沿いに原子力発電所があるなどはその時は知らなかった。
